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全国の景気動向

2023年7～9月期の全国の実質経済成長率は、前
期比年率▲2.9％と4四半期ぶりの減少に転じた。
2022年10～12月期同＋1.0％の後、1～3月期同＋
5.0％、4～6月期同＋3.6％と高い伸びが続いた反動
に加え、在庫投資の大幅な減少が成長率を押し下げ
た。わが国の景気は、このところ一部に足踏みもみら
れるが、緩やかに回復している。個人消費は持ち直し
ているものの、設備投資は持ち直しの動きに足踏み
がみられる。住宅投資は弱含んでいるが、公共投資
は底堅く推移している。

埼玉県経済の現状

埼玉県の景気は持ち直している。足元の生産は横
ばい水準で推移している。雇用は持ち直しており、所
得についても前年を上回って推移している。個人消
費は足取りが重くなっているものの、総じてみれば緩
やかに持ち直している。住宅投資はおおむね前年並
みの水準で推移している。設備投資はこのところ底
堅く推移しているとみられる。公共投資はほぼ前年並
みで推移している。

埼玉県経済の主要項目の現状と先行き

○生産
〈現状〉　2019年4～6月期から下降線をたどってき
た埼玉県の生産は、2020年4～6月期を底にいった
ん持ち直したものの、2021年以降は再び緩やかな減
少基調に転じた。足元の生産は横ばい水準で推移し
ている。
業種別にみると、輸出比率の高い工作機械向けな

どを中心に、汎用機械工業は好調に推移してきたが、
中国経済の減速などを受けて、このところ生産が減
少している。大消費地である首都圏向けが中心とな
る食料品工業は横ばい水準で推移しているが、輸送
機械工業は、2019年から2020年にかけて大きく落
ち込んだ後も、力強さに欠ける展開を続けている。

〈先行き〉　世界的な金融引き締めに伴う海外経済
の減速もあって、汎用機械工業の生産は緩やかな減
少を続けると見込まれる。食料品工業については引
き続き横ばい水準で推移しよう。一方、自動車向け半
導体や部品の不足がほぼ解消されたことで、輸送機
械工業は徐々に持ち直しに向かうとみられる。県内の
生産は、当面横ばい程度の水準で推移するとみられ
る。
○雇用・所得
〈現状〉　埼玉県の有効求人倍率は、新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響を受けて、2020年に大きく落ち

埼玉県経済の現状と先行き
埼玉県の景気は引き続き持ち直していくものの、そのテンポは緩やかなもの にとどまる

本稿では、全国の景気動向を踏まえ、埼玉県経済の
現状を概観するとともに、先行き（約半年後）の景気
動向について展望する

●埼玉県の鉱工業生産指数の推移

●埼玉県経済の現状
現状の景気判断 方向

景気全般 景気は持ち直している

生産 足元の生産は横ばい水準で推移している

雇用・所得 雇用は持ち直しており、所得についても前年を上回って推移している

個人消費 足取りが重くなっているものの、総じてみれば緩やかに持ち直している

住宅投資 おおむね前年並みの水準で推移している

設備投資 このところ底堅く推移しているとみられる

公共投資 ほぼ前年並みで推移している

（注）矢印の向きは、現在の状況（上向き・横ばい・下向き）を示す
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埼玉県経済の現状と先行き
埼玉県の景気は引き続き持ち直していくものの、そのテンポは緩やかなもの にとどまる

込んだが、足元では1倍を超え、求人数が求職者数を
上回って推移している。常用雇用指数もおおむね前
年を上回って推移しており、県内の雇用情勢は持ち直
している。

所得環境についても、県内企業の現金給与総額は
2020年に大きく減少したものの、その後は徐々に持
ち直してきた。企業業績の回復や物価上昇などを背
景に賃上げが進んだこともあり、足元の所得は前年
を上回って推移している。
〈先行き〉　当財団が2023年10月に実施した埼玉
県内雇用動向調査では、先行き雇用人員が「不足」
とする企業の割合は60.1％と、現状の54.2％を上
回った。県内の雇用情勢は、今後も持ち直しの動きを
続けよう。

また、当財団が実施した埼玉県内企業のボーナス
支給状況調査によると、2023年冬のボーナス支給

額が、前年より「増加する」と回答した企業の割合
（28.2％）は、「減少する」と回答した企業の割合
（7.7％）を上回った。先行きの県内の所得環境につ
いても、前年を上回って推移するとみられる。
○個人消費
〈現状〉　県内の小売業6業態の販売額（百貨店、
スーパー、コンビニエンスストア、家電大型専門店、ド
ラッグストア、ホームセンターの販売額の合計額）は、
2021年10～12月期から8四半期連続で前年を上
回っている。

また、埼玉県内の乗用車新車販売台数は、半導体
や部品の不足などを受けて乗用車の生産が落ち込
んだことから、2022年4～6月期まで4四半期連続で
前年を下回っていたが、7～9月期以降は5四半期連
続で前年を上回って推移している。

一方、家計調査で県内（さいたま市）の消費支出を

●埼玉県の有効求人倍率の推移

●先行き雇用人員が「不足」とする埼玉県内企業の割合

●埼玉県内の小売業6業態の販売額の推移

●さいたま市（二人以上世帯）の消費支出（除く住居等）の推移
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みると、2023年4～6月期までは、前年の水準が高
かったこともあって、3四半期連続で前年割れとなっ
ていたが、7～9月期は前年を上回った。
2023年5月に新型コロナウイルスの感染症法上

の位置付けが5類へ移行し、行動制限が解除された
ことに伴って、外食や旅行などを中心にサービス消費
は持ち直している。物価上昇の影響を受けて、食品や
日用品などの購入を抑制する動きが強まっており、個
人消費は足取りが重くなっているものの、総じてみれ
ば緩やかに持ち直している。
〈先行き〉　先行きも、サービス消費を中心に県内の
個人消費は緩やかながらも持ち直しの動きを続ける
とみられる。ただし、物価上昇により、消費者のマイン
ドが下押しされている点に留意が必要である。
○住宅投資
〈現状〉　埼玉県の新設住宅着工戸数は、コロナ禍
で先延ばしされていた住宅取得への意欲の高まりな
どを背景に、2021年4～6月期から6四半期連続で
前年を上回って推移してきたが、需要の一巡なども
あって、2022年1～3月期以降は勢いが鈍化した。足
元の住宅投資はおおむね前年並みの水準で推移し
ている。

内訳をみると、持家は、2021年10～12月期まで好
調に推移していたが、前年までの水準が高かったこと
もあって、2022年1～3月期以降は前年割れの状態
が続いている。

分譲は、2021年10～12月期から4四半期連続で
前年を大きく上回ったが、その後は前年を下回って
推移してきた。分譲マンションは2023年7～9月期ま
で4四半期連続で前年割れとなっており、好調だった
分譲戸建についても、2四半期連続で前年を下回っ
ている。
一方、長く低調に推移していた貸家は、ここ10四

半期連続で前年を上回り、堅調に推移している。
〈先行き〉　建設資材価格や人件費等の上昇が続き、
住宅価格が押し上げられていることもあって、持家は
当面弱い動きが続こう。分譲マンションの価格も近年
上昇してきたが、都心部と比較すれば割安感がある
ことから、分譲マンションは前年並み程度の水準で推
移するとみられる。貸家は引き続き底堅い動きを続け
よう。
　先行きの住宅投資は、引き続き前年並み程度の水
準で推移するとみられる。
○設備投資
〈現状〉　国内の設備投資は2023年4～6月期に続
いて7～9月期も前期を下回り、好調に推移してきた
全国の設備投資に足踏みがみられる。
当財団の企業経営動向調査で、県内企業の設備
投資BSI（「増加」―「減少」社数構成比）の推移をみ
ると、2021年1～3月期以降、11四半期連続で設備が
「増加」とする企業の割合が「減少」とする企業の割
合を超えている。設備投資BSIは直近2四半期連続

●埼玉県の新設住宅着工戸数の推移

●埼玉県内企業の設備投資BSIの推移
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で前期を下回っているものの、県内企業の設備投
資意欲は維持されていることから、県内企業の設備
投資については、このところ底堅く推移しているとみ
られる。
〈先行き〉　日本政策投資銀行の首都圏設備投資計
画調査によると、埼玉県における2023年度設備投
資計画額は、前年比＋8.7％となった2022年度実績
額を上回り、同＋20.3％となっている。

関東財務局の2023年10～12月期の法人企業景
気予測調査をみても、埼玉県内企業の2023年度設
備投資計画額は＋31.4％と前年比プラスを維持し
ている。県内の設備投資は前年を上回る可能性が
高い。
○公共投資
〈現状〉　近年、地震や豪雨など自然災害による被害
の深刻化を受けて、国は防災・減災、国土強靱化に向
けた公共事業に注力しており、埼玉県でも、公共工事
請負金額は2022年度まで4年連続で前年を上回っ
た。足元の公共工事請負金額は前年の水準が高かっ
たこともあって、わずかに前年を下回っているものの、
埼玉県の公共投資はほぼ前年並みで推移していると
みられる。
〈先行き〉　埼玉県は、今年度も台風や局地的な大
雨に対応すべく、河道の拡幅や調整池の整備などの
流域治水対策を強化するとともに、橋りょうの耐震補
強などさまざまな施策を進めている。2023年度一般
会計9月補正予算時点の投資的経費の累計は、前年

同時期を上回っていることから、公共投資は先行きも
底堅く推移するとみられる。

埼玉県経済の先行き

先行きについては、県内の生産は当面横ばい程度
の水準で推移するとみられる。雇用情勢は持ち直し
の動きを続け、所得は前年を上回って推移しよう。個
人消費は緩やかながらも持ち直しの動きを続けると
みられる。住宅投資は引き続き前年並み程度の水準
で推移しよう。設備投資は前年を上回る可能性が高
い。公共投資は底堅く推移しよう。埼玉県の景気は引
き続き持ち直していくものの、そのテンポは緩やかな
ものにとどまるとみられる。
ただし、海外経済の減速や物価上昇など、景気の
下振れリスク要因は多く、その動向には十分留意す
る必要がある。� （井上博夫）

●埼玉県経済の先行き
先行きの景気判断 方向

現状 先行き

景気全般 引き続き持ち直していくものの、そのテンポは
緩やかなものにとどまるとみられる

生産 当面横ばい程度の水準で推移するとみられる

雇用・所得 雇用は持ち直しの動きを続け、所得は前年を上
回って推移しよう

個人消費 緩やかながらも持ち直しの動きを続けるとみら
れる

住宅投資 引き続き前年並み程度の水準で推移しよう

設備投資 前年を上回る可能性が高い

公共投資 底堅く推移するとみられる

（注）矢印の向きは、それぞれ現在と先行き（半年後）の状況（上向き・横ばい・下向き）を示す

●埼玉県内企業の2023年度設備投資計画額

●埼玉県の投資的経費の推移

8.7

20.3

12.4

50.3

6.9
3.9

0

20

40

60

2022年度（実績） 2023年度（計画）

全産業 製造業 非製造業

（前年比、％）

資料：日本政策投資銀行「2022・2023・2024年度　首都圏設備投資計画調査」

1,596 1,572 
1,634 

1,580 1,597 
1,633 

1,745 
1,782 

1,860 

1,955 

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2014 15 16 17 18 19 20 21 22 23

補正予算額（9月までの累計）
当初予算額

（年度）

（億円）

資料：埼玉県「各年度9月補正予算」


	resona2024.01 11.pdf
	resona2024.01 12.pdf
	resona2024.01 13.pdf
	resona2024.01 14.pdf



